親の付添いに関するお願い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

○○小学校校長　殿

　来年度、私どもの娘、○○（6歳女児）は貴小学校に入学を予定しています。娘は2歳の時に自閉症（自閉傾向）と診断され、現在、○○幼稚園に、母親の付き添いで通っております。私たち両親は、少なくとも低学年の間は、娘を普通学級で学ばせたいと希望しております。

　娘はこれまでの家庭での治療教育の結果、簡単な指示には従うことができ、かなり長時間の着席行動にも耐えることができます。しかし補助なしで普通学級の授業を理解するのは、少なくとも現時点では難しいと思われます。

　私たちは娘に対して、2歳の時から行動療法（応用行動分析）の原理に基づいて、辛苦の末、言語その他の適切な行動を教えて参りました。行動分析学の知見によりますと、自閉症児のような発達障害児は、なるべくモデルとなる健常児の多くいるクラスで共に学習する方が、障害児学級で学ぶよりも、よい方向へ進歩する、とのことです。ただし、ただ健常児の集団の中に入れるだけでは十分ではなく、行動分析学に関する知識があり、しかもそれまでの子どもの治療内容に精通した者が、介助者として付くことが必要です。そのような条件を充たし、娘の介助をすることが可能な人間は、現実には母親しかおりません。

　そこで、来年度、娘が貴小学校に入学するにあたりまして、少なくとも当面の間、登下校時のみならず、授業中及び休憩中にも、母親が娘に付添うことを認めていただきたく、お願い申し上げます。まず試みとして、例えば一学期の間、付添いを許可して頂き、その様子を見て、私どもを含めた関係者が話し合いの上、継続するかどうかを決めて頂ければ結構です。

　なお、母親が付添うに際しては、

１．娘への介入は必要最小限に止めること（必要な場合は娘の机の横にいすを置いて座り、学習を補助するが、それが不必要な場合は教室の後ろまたは廊下で見守り、どうしても必要なときだけ介入する）

２．授業中及び休憩時間中は、担任教師の指示に従い、子どもへの学習の補助は、授業の妨げにならないよう、小声で耳打ちする程度に止めること。その他、付添いの方法については、担任教師と十分に協議すること

３．他の児童に干渉しないこと

４．貴学校及び担任教師に関して、外部で批判的な言動を行わないこと。学級内で見聞きした、他の児童のプライバシーに関する事柄について、外部に漏らさないこと

以上のことを固くお誓い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（署名）　　○　○　○　○　

